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シビアアクシデント（SA）時のセシウムエアロゾル（CsOH）の環境放出量の低減化の観点から、事故影

響緩和策(SA対策)に対するCVキャビティへの水流路壁高さなどのCV設計条件が与える影響をMAAP5.03 

コードを用いて評価した。 
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1. 緒言 

本研究では、米国 Zion プラント（4 ループ PWR）での AED（大破断 LOCA 事象＋ECCS 失敗）を想定

し、代替 CV スプレイ注水及び代替炉心注水システムなどの SA 対策がそれぞれ作動した場合における、

CV キャビティへの水流路壁高さが CsOH の環境放出割合に与える影響を MAAP5.03 コードを用いて評価

した。 

2. SA 対策に対する CV キャビティへの水流路壁高さの効果 

 CV キャビティへの水流路壁高さと SA 対策

に関する感度解析（図１参照）を実施した。こ

の結果、代替 CV スプレイ注水作動シナリオで

は、スプレイにより浮遊 CsOH が沈降し、環境

放出 CsOH が低減する結果となった。一方、代

替炉心注水作動シナリオではデブリの再加熱が

抑制されるため、浮遊 CsOH 量が低減し、環境

放出量も低減する結果となった。 

これらの SA 対策に対して、キャビティの水

流路壁高さを高くすると、キャビティへの水移

行量が低減するため、キャビティ内デブリ中の

CsOH 再蒸発過程が抑制され、CsOH 環境放出量が低減される効果があることが明らかになった。また、キ

ャビティへの水流路壁高さが低い設計条件では、キャビティ内デブリ中の CsOH 再蒸発過程が促進され

CsOH 環境放出量が増加し、SA 対策による CsOH 低減効果が顕在化する結果となった。 

3. 結論 

感度解析の結果、代替 CV スプレイ注水及び代替炉心注水システムなどの SA 対策がそれぞれ作動した場

合における、CV キャビティへの水流路壁高さが CsOH の環境放出割合に与える影響が体系的に明らかにな

った。 
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図 1 SA 対策に対する水流路設計条件の関係
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